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交
　
流

◆
ソ
ウ
ル
大
学
校
音
楽
大
学
と

芸
術
国
際
交
流
協
定
を
締
結

四
月
二
十
四
日
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
音
楽
大
学
か
ら
金

旻
学
長
、
金
炯
培
副
学
長
、
李
誠
載
名
誉
教
授
、
本
学

か
ら
は
澄
川
学
長
、
伊
藤
副
学
長
、
高
橋
音
楽
学
部
長

が
出
席
し
、
本
学
に
お
い
て
芸
術
国
際
交
流
協
定
の
調

印
式
が
行
わ
れ
た
。

ソ
ウ
ル
大
学
校
音
楽
大
学
は
、
創
立
当
初
よ
り
韓
国

の
音
楽
教
育
機
関
の
中
で
も
有
数
の
名
門
校
で
、
ソ
ウ

ル
大
学
校
芸
術
大
学
音
楽
学
部
が
一
九
五
三
年
の
大
学

組
織
再
編
に
よ
り
、
声
楽
科
・
作
曲
科
・
器
楽
科
・
韓

国
音
楽
科
の
四
学
科
七
講
座
を
有
す
る
音
楽
大
学
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
の
交
流
協
定
締

結
校
（
大
学
姉
妹
校
）
は
、
八
ヶ
国
十
二
大
学
と
な
っ

た
。

◆
皇
太
子
殿
下
が
大
学
美
術
館

「
よ
み
が
え
る
日
本
画
」展
を
鑑
賞

六
月
四
日
、
皇
太
子
殿
下
が
大
学
美
術
館
で
公
開
中

の
「
よ
み
が
え
る
日
本
画
」
展
を
鑑
賞
さ
れ
た
。

殿
下
は
、
澄
川
学
長
の
案
内
で
工
藤
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
長
、
海
老
沢
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
、
内
林
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
社
長
の
出
迎
え
を
受
け
ら
れ
た
後
、
文

化
財
保
存
学
の
田
渕
教
授
の
解
説
で
法
隆
寺
金
堂
外
陣

壁
画
の
阿
弥
陀
浄
土
図
（
模
写
）
や
横
山
大
観
が
模
写

し
た
牧
谿
作
「
観
音
猿
鶴
図
」、
狩
野
芳
崖
作
「
悲
母

観
音
」
な
ど
を
鑑
賞
さ
れ
た
。

◆
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
文
化
・
国
家
遺
産

大
臣
一
行
が
本
学
を
表
敬
訪
問

八
月
三
十
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ア
ン
ジ
ェ
イ
・

ジ
ェ
リ
ン
ス
キ
文
化
・
国
家
遺
産
大
臣
、
イ
ェ
ジ
・
ポ

ミ
ャ
ノ
フ
ス
キ
駐
日
大
使
、
ミ
ロ
ス
ワ
フ
・
ウ
ッ
チ
コ

文
化
担
当
書
記
官
一
行
が
来
学
し
、
澄
川
学
長
・
永
井

事
務
局
長
・
古
嶋
音
楽
学
部
教
授
ら
大
学
関
係
者
と
懇

談
し
た
。

こ
れ
は
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
四
月
か
ら

二
年
間
、
客
員
教
授
（
外
国
人
教
師
）
と
し
て
ピ
ア
ノ

実
技
授
業
を
担
当
さ
れ
る
他
、
シ
ョ
パ
ン
没
後
百
五
十

周
年
を
記
念
し
て
奏
楽
堂
に
お
い
て
全
十
二
回
に
渡
り

開
催
し
た
「
二
○
○
○
年
シ
ョ
パ
ン
全
曲
演
奏
会
」
を

企
画
・
監
修
・
演
奏
さ
れ
る
等
、
本
学
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
の
音
楽
界
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
際
交
流
に
お

い
て
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
故
ハ
リ
ー
ナ
・
ツ
ェ
ル

ニ
ー=

ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ
先
生
（
本
年
七
月
一
日
に
母
国

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
逝
去
。
享
年
七
十
八
歳
）
の
功
績
を
し

の
び
、
両
国
の
一
層
の
交
流
を
発
展
さ
せ
た
い
と
の
大

臣
の
希
望
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
。

◆
退
官
記
念

「
そ
り
の
あ
る
か
た
ち
　
澄
川
喜
一
展
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

九
月
六
日
よ
り
大
学
美
術
館
で
始
ま
っ
た
退
官
記
念

「
そ
り
の
あ
る
か
た
ち

澄
川
喜
一
展
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
が
、
同
日
夕
刻
、
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
た
。

七
百
人
を
超
え
る
招
待
者
が
見
守
る
中
、
会
は
宮
田

美
術
学
部
長
の
挨
拶
の
後
、
遠
山
文
部
科
学
大
臣
、
樋

口
運
営
諮
問
会
議
議
長
、
平
山
前
学
長
よ
り
祝
辞
が
あ

り
、
高
円
宮
殿
下
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

受
　
賞

◆
大
学
美
術
館
が
第
四
十
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞

（
建
築
業
協
会
賞
）を
受
賞

建
築
業
協
会
は
七
月
二
十
三
日
、
全
国
よ
り
応
募
の

あ
っ
た
作
品
百
七
件
の
中
か
ら
「
第
四
十
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ

賞
（
建
築
業
協
会
賞
）」
受
賞
作
品
を
決
定
し
、
本
学

大
学
美
術
館
（
施
工
、
鴻
池
組
）
を
含
む
十
九
作
品

（
う
ち
特
別
賞
二
作
品
）
に
同
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

こ
の
賞
は
、
社
団
法
人
建
築
業
協
会
が
、
わ
が
国
建

築
文
化
の
進
展
と
地
球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
か
ら
毎

年
、
国
内
の
優
秀
建
築
物
の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
。

本
学
は
、
奏
楽
堂
に
続
き
、
二
年
連
続
二
度
目
の
受

賞
と
な
っ
た
。
な
お
、
表
彰
式
は
、
十
一
月
十
四
日
に

東
京
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。

運
　
営

◆
平
成
十
三
年
度
第
一
回

運
営
諮
問
会
議
を
開
催

六
月
二
五
日
に
今
年
度
最
初
（
通
算
三
回
目
）
の
運

営
諮
問
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
澄
川
学
長
か
ら
大
学
改
革
の
取
組
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
前
回
会
議
で
の
各
委
員
か
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
取
り
ま
と
め
た
新
学
部
等
構
想
中
間
報

告
書
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ
た
。
各
委
員
か
ら
、
既

存
学
部
と
の
有
機
的
な
連
携
の
重
要
性
、
大
規
模
改
修

計
画
案
や
大
学
美
術
館
及
び
奏
楽
堂
の
活
動
の
充
実
強

化
等
、
意
見
や
提
案
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
会
議
に
先
立
ち
、
四
月
に
更
新
さ
れ
た
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
附
属
図
書
館
収
蔵
の
音
楽
史
料
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

◆
全
学
教
官
会
議
を
開
催

七
月
五
日
、
両
学
部
教
授
会
終
了
後
、
奏
楽
堂
に
お

い
て
、
開
校
以
来
初
め
て
と
な
る
全
学
教
官
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
学
会
議
で
あ
る
将
来
構
想
委
員

会
が
「
新
学
部
等
構
想
中
間
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め

た
の
を
機
に
、
澄
川
学
長
か
ら
全
学
教
官
に
呼
び
か
け

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

会
議
で
は
、
学
長
か
ら
、「
大
学
改
革
の
流
れ
は
経
済

財
政
構
造
改
革
の
中
で
急
激
に
加
速
さ
れ
、
非
常
に
厳

し
い
環
境
に
あ
る
が
、
芸
大
は
文
化
立
国
日
本
の
一
翼

を
担
う
大
学
と
し
て
、
ま
た
、
国
際
社
会
で
常
に
高
い

水
準
を
保
ち
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
大
学

と
な
る
べ
く
、
そ
の
存
在
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
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